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① 総合計画上の位置付けと事務事業の背景・目的と目標 

後

期

基

本

計

画 

施策の大綱 Ⅴ都市基盤の充実 
事務事業の背景・目的 事務事業の目標 

・生活排水による公共水域の水質汚濁を防止する

ため、公共下水道又は合併処理浄化槽による汚水

処理人口を増加させる必要があります。 

・公共下水道又は合併処理浄化槽による汚水処理

人口を増加させ、生活排水による公共水域の水質

汚濁を防止します。 施策の目標 
３快適な都市環境の整備を

進める 

施策 ５下水道 

施策内容 生活排水処理の推進 

その他，根拠法令 

及び分野別計画等 
― 

事務事業名 生活排水処理の推進 

 

② アクティビティ（活動・事業）とアウトプット（結果） ③ インプット（投入） 

アクティビティ（活動・事業） アウトプット（結果） 

Ｒ７予算額 Ｒ７決算額 活動名・事業名 

（対象年） 
Ｒ７活動・事業内容 指標（単位） 

Ｒ７目標値 Ｒ８目標値 

Ｒ７実績値 Ｒ９目標値 

合併処理浄化槽 

設置補助事業 

（Ｒ７・８・９） 

合併処理浄化槽処理区域内において、小型浄化槽（10 人槽

まで）の新規設置に係る費用の一部を補助します。また、

単独処理浄化槽又は汲み取り槽から転換する場合は、撤去

費用の一部を併せて補助します。 

補助金交付件数(基) 
80 80 37,380 

千円 
36,996 

千円 71 80 

公共下水道（汚水） 

整備事業 

（Ｒ７・８・９） 

新規に汚水管整備工事 4 件を発注しま

す。 
整備完了区域(ha) 

3.0 4.8 434,936 
千円 

303,050 
千円 5.2 3.6 
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千円 
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④ アウトカム（成果） ⑤ 点検・改善 

指標名 目標値 Ｒ７実績値 

 

業務の振り返り 改善の余地 

合併処理浄化槽設置補

助交付件数 
80基 71基 

・合併処理浄化槽設置補助事業については、単独

処理浄化槽・汲取り槽からの転換に関する申請

が多く、1 基あたりの補助交付額が増加したた

め、目標値に比べ基数は減ったが、合併処理浄化

槽への転換を推進し、環境改善に寄与すること

ができました。 

・公共下水道（汚水）整備事業については、迂回

路の確保などの条件により発注内容を調整した

結果、新規に 3 件の汚水管整備工事を発注しま

した。 

☐コスト ☐活動 ☐成果 ☐その他 

今後の方向性 

公共下水道新規接続件

数 
80件 85件 

・近年の物価高騰に合わせ、R8 年度より単独処

理浄化槽・汲取り槽撤去、宅内配管に対する補助

金上限額増加（国の標準改定案あり）を検討。現

実に則した制度改正を行い、今後も合併処理浄

化槽への転換を推進します。 

・公共下水道の新規接続件数についても、R8 年

度より接続工事に対する助成金制度の拡充を実

施するとともに、増加を図ります。 

・公共下水道（汚水）整備事業については、事業

計画に基づき市街化区域を中心に引き続き整備

を進めます。 

汚水処理人口普及率 83.0% 84.5 

      

      

 


